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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
フラーレン核にハロゲン基が結合しているハロゲン化フラーレンを、一部のハロゲン基を
残したまま、水酸基をフラーレン核に結合させて、部分ハロゲン化水酸化フラーレンを生
成することを特徴とするフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項２】
ハロゲン基が塩素である塩素化フラーレンと過酸化水素とを反応させることを特徴とする
請求項１記載のフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項３】
ハロゲン基が塩素である塩素化フラーレンと水酸化ナトリウムとを反応させることを特徴
とする請求項１記載のフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項４】
ハロゲン基が塩素である塩素化フラーレンと水酸化カリウムとを反応させることを特徴と
する請求項１記載のフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項５】
ハロゲン基が臭素である臭素化フラーレンと水酸化ナトリウムとを反応させることを特徴
とする請求項１記載のフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項６】
ハロゲン基が臭素である臭素化フラーレンと水酸化カリウムとを反応させることを特徴と
する請求項１記載のフラーレン誘導体の製造方法。
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【請求項７】
フラーレン核に水酸基が結合している水酸化フラーレンを、一部の水酸基を残したまま、
ハロゲン基をフラーレン核に結合させて、部分ハロゲン化水酸化フラーレンを生成するこ
とを特徴とするフラーレン誘導体の製造方法。
   
【請求項８】
フラーレン核に水酸基が結合している水酸化フラーレンを、塩化ヨウ素と反応させて、一
部の水酸基を残したまま、塩素をフラーレン核に結合させて、部分塩素化水酸化フラーレ
ンを生成することを特徴とするフラーレン誘導体の製造方法。
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